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近海かつお・まぐろ地域プロジェクト改革計画書

（日南・南郷地区別部会：近海まぐろ延縄漁業）

（改革型漁船）

地域プロジェクト名称 近海かつお・まぐろ地域プロジェクト

名称 （一社）全国近海かつお・まぐろ漁業協会

地域プロジェクト 代表者 代表理事会長三鬼則行

運 ρ凸三4 者

住所
東京都千代田区内神田一丁目 3番1号

トーハン第3ピル3階

計画策定年月 平成25年11月 計画期間 平成26年度～28年度
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23 【参考］現行と改革後の主な相違点

（参考）改革計画の作成に係るプロジェクト活動状況

(1）近海かつお・まぐろ地域プロジェクト

(2）日南・南郷地区別部会



1. 目的

宮崎県日南・南郷地区の近海まぐろ延縄漁業は、平成23年において漁獲量

で 2,667トン、漁獲高 17億円、平成 24年では漁獲量 2,707トン、持獲高

17億円と当地区の基幹産業の一翼を担っている。

また、宮城県塩釜港、千葉県銚子港、千葉県勝浦港、和歌山県那智勝浦港、

沖縄県糸満港等に水揚しており、特に塩釜港においては平成24年総水揚金額

の約3劃を水揚げしており震災後の復興にも貢献している。

しかしながら、燃油価格の高騰などによる経営コストの増大により漁業経

営は厳しい状況に置かれている。

当該計画は、こうした情勢に対処するため、①改革型漁船の建造（小型化）、

②操業海域の抜本的な見直し、③流通販売体制の見直し、により収益性を向

上させることで、今後更に厳しさを増すものと想定される社会情勢の中にお

いても採算性が維持できる「近海まぐろ延縄漁業」を目指すこととする。

2.地域の概要

日南・南郷地区（日南市）の概要

日南市は、平成21年3月30日に旧日南市、

旧南郷町、旧北郷町の 3市町が合併して誕生

した。市の面積は536.12平方キロメートルで、

その約 78パーセントを森林が覆い、その多く

は特産の歓肥杉（おびすぎ）で占められてい

る。人口は 56,500人（平成24年4月 1日現

在）となっている。

日南市は、宮崎県の南部に位置し、東に日

向灘を臨み、西は都城市・三股町、南は串間

市、北は宮崎市に隣接している。

日南市は、九州の小京都と呼ばれる飲肥や

全国有数のリアス式海岸を有する日南海岸

固定公園などを抱える、歴史と自然あふれる

観光の街である。また、日南市を中心とした

一帯は総合保養地域整備法の指定を受けて

おり「宮崎・日南海岸リゾート構想」等のプロジェクトが推進されている。

日南市は、 かつて油津港において昭和4年から 16年に年間 1万5千尾を超

えるクロマグロの水揚量があり、日本有数のクロマグロ水揚基地であった。

また、昭和 61年4月21日にはギネスブックにも登録された、釣上げられた

世界一大きなクロマグロ（全長2.88m、体重483kg）が水揚げされたことで

も有名で、近海かつお一本釣漁業も漁獲量日本ーを誇るなど、戦前からまぐ

ろ延縄漁業やかつお一本釣漁業を中心に栄えてきた。旧日南市で、はマグロ、

新市発足では「日南市の魚Jとしてカツオが認定されるなど、現在もこれら

漁業は日南市の中心産業の一つである。この他にも、日南海岸固定公園に象

日南市



徴される恵まれた自然条件を活かした定置網漁業や磯建網漁業などの沿岸漁

業も盛んである。日南市における平成24年の水揚げ状況は、漁獲量32千ト

ン、漁獲高 118億円で、県全体の漁獲量 102千トンに対し、 31.4%を占めて

し、る。

市民にとって、まぐろ漁は生活に密着しており、戦前には「まぐろ音頭j

が作曲され、今でも小学校運動会のダンスや列車到着を知らせるメロディー

として使われ愛され続けている。

また、マグロの一部は、平成 18年度に水産庁長官賞を受賞したマグロステ

ーキやマグロカレーに加工され、市内を代表する観光地の一つである「道の

駅なんごうJで、お土産や贈答用として人気を博している。

3. 日南・南郷地区における近海まぐろ延縄漁業の概要

(1）近海まぐろ延縄漁業の概要

近海まぐろ延縄漁業は、総トン数 10トン以上 120トン未満の漁船により浮

き延縄漁具を使用しマグロ類を漁獲する漁業であり、操業海域は中西部太平洋

海域が中心となっている。

近海まぐろ延縄漁船により漁獲されるマグロ類は主に刺身用の生鮮向けと、

缶詰などの加工品として流通している。

我が国の国民にとって、刺身は重要な食料であることから、近海まぐろ延縄

漁業は国民に生鮮刺身用マグロ類を供給する重要な役割を担っている。

(2）水揚状況

当地区の主幹漁業の一つである近海まぐろ延縄漁業の水揚げ状況は、平成

24年では漁獲量2,707トン、漁獲高 1,669百万円となっており、変動はあるも

のの毎年漁獲量3千トン、漁獲高20億円前後で推移している。これは宮崎県

のまぐろ延縄漁獲量の約5割を占め、漁業協同組合はもとより、地域経済に多

くの影響を与えている基幹漁業である。
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＜平成24年日南市における近海まぐろ延縄漁業水揚げ状況＞

区分 日南市漁協 南郷漁協 栄松漁協 外浦漁協 合計

持獲量（ t ) 2, 015 235 115 342 2, 707 

漁獲高（百万円） 1,231 149 73 216 1,669 

隻数 17隻 3隻 l隻 4隻 25隻

出典：各漁業協同組合業務報告書

(3）操業形態

日南・南郷地区の近海まぐろ延縄漁業の操業形態は、①東沖主体操業と②沖

縄沖主体操業に分けられる。

①東沖主体操業は、 7月下旬から 1月中旬にかけて東沖海域でメパチを主

体に l航海約 30日かけ 7航海程操業を行い、その後は小笠原沖、中南海

域へと漁場が南下し、ビンナガを主体に、 l航海約 15日から 30日の 5航

海程を操業する。

②沖縄沖主体操業は、 7月上旬から 2月下旬にかけてキハダを主体に沖縄

沖、 中南海域で、 1航海に約 15日から 30日かけ 8航海程操業を行い、 3

月上旬から 6月中旬にかけて種子島屋久島近海で 1航海が約 10日の 5航

海程となり、キハダ、クロマグロ主体で操業する。

操業海区図
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(4）船隻数と船齢

日南・南郷地区の平成25年4月末現在における近海まぐろ延縄漁船数は23

隻となっており、操業形態で見ると東沖主体操業船が20隻、沖縄沖主体操業

船が3隻となっている。

当地区の新船建造に係るサイクノレを見た場合、高い操業能力を必要とする東

沖主体操業船は19トン型の新船を建造するか19トン型の操業能力のある中古

船を購入し、不要となった中古船を沖縄沖主体操業船が購入することで、地域

全体としての漁船流通が形成されてきた。

しかしながら、近年の燃油価格の高騰などによる操業経費の増大に伴い経営

が悪化する経営体の増加により、新船の建造隻数が減少し、中古船の供給が不

十分な状況となっている。

このため、中古船を購入して経営を続けてきた沖縄沖操業を主体とする経営

体は、船齢の高齢化が進行しており、平成25年4月時点における当地区近海

まぐろ延縄漁船の平均船齢は 17.7年であり、船齢20年を超えている隻数が全

体の4割となっている。

日南・南郷地区における近海まぐろ延縄漁船の船齢組成 （平成25年4月末時点）

船齢 5年以下 6～10年 1 1～20年 21～30年 31年以上 合計

東神操業船 3隻 4隻 7隻 5隻 1隻 2 0隻

沖縄沖操業船 1隻 2隻 3隻

合計 3隻 4隻 7隻 6隻 3隻 2 3隻

出典：各漁業協同組合業務報告書

4. 日南・南郷地区の近海まぐろ延縄漁船が抱える問題点（資料1)

(1）漁業経営問題

日南・南郷地区の近海まぐろはえ縄漁業を取り巻く情勢は、燃油費・漁具資

材費・餌代等の高騰などによる経営コストの増加、漁獲量の減少及び魚価安に

伴う水揚金額の減少、これらに加え、中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC)

における資源保存管理措置の強化等により一段と厳しさを増している。

平成22年度は、営業利益がプラス収支で、あったが、平成23・24年とマイナ

ス収支で、あった。さらに今後悪化する要素が多く、この状況が継続するような

事になると、近海まぐろ延縄漁業の存続が危ぶまれ、日南・南郷地区に与える

影響が非常に大きい。そのため打開策として大きな改革を行う必要がある。
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(2）燃油問題

近海まぐろ延縄漁船（19トン型）は、年間約 250キロリットルの燃油（A

重油）を使用しており、その燃油価格は 10年前に比べ約2倍強に上昇してい

る。このことにより経費が増加し、水揚に対する経費割合が非常に高くなり経

営を圧迫している。

（日南市漁協における近海まぐろ延縄漁船の平均燃油使用 平成25年7月末時点）

平均単価 平均積込数量 平均購入金額

（円／Q) (Q／年） （円／年）

10年前 37.95 217,754 8,246,188 

5年前 69.52 200,293 13,915,203 

前年 84.90 241,296 20,448,999 

H25.l～7月末 91.80 127,296 11,690,002 

（本年度予想） (218,222) (20,040,003) 

出典．日南市漁業協同組合調べ

19t型まぐろ延縄漁船の水揚と経費割合
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(3）省エネ対策

近海まぐろ延縄漁業における航海中、操業中の適切な速力になるよう心掛け

航走するなどの取組みと船内電力の節電に努めているが、更なる省エネ対策が

求められる。

(4）労働問題

①船員体制

近海まぐろ延縄漁船に乗組む船員は、 7～10名であるが、経営悪化、日本

人漁船員の高齢化及び若年船員の就業者不足等から、マルシップ漁船による

日本人漁船員3名と外国人漁船員4～5名の船員体制により、船員確保の取

5 
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り組みを行ってきた。

しかしながら、日本人幹部船員の担い手不足が深刻な問題となっており、

この状況が続くと、近海まぐろ延縄漁船の経営継続が困難になる恐れがあ

る。

（日南市漁協における近海まぐろ延縄マルシップ漁船の船員年齢構成 平成24年12月末時点）

年齢 日本人漁船員 外国人漁船員 合計

30歳未満 5人 4 1人 46人

30～60歳未満 3 5人 28人 6 3人

60歳以上 7人 0人 7人

メロb、 きロ＋ 4 7人 6 9人 1 1 6人

出典：日南市漁業協同組合調べ

②居住環境

19トン型近海まぐろ延縄漁船は、限られたスペースに船員の居住区を設

置しなければならないために、その居住環境は恵まれていない。この事も

若年船員の就業が進まない原因の一つであると思われる。

(5）国際的な資源管理問題

近年の近海まぐろ延縄漁業を取り巻く情勢は、 WCPFCにおける資源保存管

理措置の強化により、漁獲量をメパチにおいては2001～2004年レベルより 30

%削減させること、キハダにおいては2001～2004年レベル以上に増やさない
ことを目的とした保存管理措置が採択されている。

5.計画内容

(1）参加者名簿

【近海かつお・まぐろ地域フ。ロジェクト委員】

経歴 所属機関名 千生 I哉 氏 名 備考

学識経験者 東京大学大学院 特任准教授 八木信行

試験研究機関
（独）水産総合研究センター開発調査セ

所長 井上清和
ンター

試験研究機関 （一社）漁業情報サービスセンター 専務理事 為石日出生

漁業団体 （一社）全国近海かつお・まぐろ漁業協会 代表理事会長 三鬼則行

計4名
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【日南・南郷地区別部会委員】

経歴 所属機関名 役 職 氏 名 備考

漁業団体 日南市漁業協同組合 組合長 漬上貢

II 南郷漁業協同組合 II 松浦和繁

漁業者 日南市漁協かつお船主 参加船主代表 上村央

II 南郷漁協かつお船船主 II 岩切孝次

II 日南市漁協近海まぐろ船主 II 主士 重次

II 南郷漁協近海まぐろ船主 II 河上悦子

JI 南郷漁協遠洋まぐろ船主 II 守山乃里

流通関係者 宮崎魚市場連合会 会長 永谷良一

造船関係者 （一社）海洋水産システム協会 研代理究開発部長 酒井拓宏

学識経験者 （独）水産総合研究センター グルーフ。リーダー 小河道生

行政 宮崎県農政水産部水産政策課 参画流通リー 西府稔也

fl 宮崎県南那珂農林振興局 農課長政水産企画 佐田秀樹

II 日南市水産林政課 課長 梶本邦夫

JI 日南市南郷町総合支所産業経済課 課長 池田秀敏

（ 
試験研究機関 宮崎県水産試験場 資源部長 河野秀伸

金融機関 宮崎県信用漁業協同組合連合会 業務部長 松岡重企

11 宮崎県漁業信用基金協会 専務理事 森井敏明

漁業団体 宮崎県漁業協同組合連合会 指導部長 岩佐徳生

指導団体 宮崎県漁業経営管理指導協会 事務局長 長渡万仁

計 19名
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( 2）改革のコンセプト（資料2)

当地区近海まぐろはえ縄漁業は、長年の歴史の中で現在の 19トン型の近海

まぐろはえ縄漁業の形態となったが、昨今の燃油価格高騰、諸資材の高騰、魚

価の低迷により、収益性が確保できない状況となってきた。

近海まぐろはえ縄漁業の厳しい経営状況を打開するためには、これまでの概

念を大きく転換しなければならない。

そこで今回、漁船の小型化による初期投資の低減、乗組員の省人化操業によ

る操業体制の確立と生産コスト削減、同型近海まぐろはえ縄漁船で初の活き餌

操業による水揚金額の増加、及び同型近海まぐろはえ縄漁船で初の省エネ型発

電装置の導入による省エネ等に取組み、咋今の社会情勢の大きな変化に対応

し、かっ今後も安定的に漁業経営が行えるモデル船となる事をコンセプトとす

る。

．小型漁船の導入

・初期投資の抑制

．主機関の小型化

・活き餌操業の取組

• 4月～7月に日向灘沖で活き餌操業への転換
．活き餌操業への転換に伴う活魚水槽の導入

．活き餌操業による漁獲物の高品質化

－窒素ナノバブル水による魚槽保管

・乗組員の省人化操業

－漁船小型化に伴う省人化操業（8人→6人）体制の確立

・省エネ型発電機の導入

・定周波発電機の導入による補機1基の削減

①生産に関する事項

1）漁船の小型化

収益性を確保するため、漁船を 19トン型から省エネ型の 15トン型へ

小型化し、操業経費の削減を図る。また、漁船の小型化に伴い、搭載する

主機関をこれまでの 90 0馬力から 65 0馬力と小型化することにより燃

油消費量削減を図り、低コスト生産体制を図る。

ただし、漁船の大きさは、従来の東沖及び小笠原海域操業から想定され

る水揚計画の最大漁獲量14 tの積載を確保できる船型とする。また、燃

油の使用量は操業計画における最大燃油使用量18klに加えて、台風避難

時に約5.4kl(6日避難×航行時消費量0. 9kl=5.4kl)を確保する必

要があることから、デッドスペースまで考慮すると燃油満載量27klが積

載できる船型が必要である。

このため、東沖漁場での操業が可能であり、かっ今回新たに取り組む日
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向灘沖漁場でも収益性が確保できる小型化漁船を追求した結果、 15トン

型の船型となった。

改革船魚倉計画満載量 ＠操業場所別1航海あたりの最大漁獲量（計画）

14,000kg 
日向灘沖 ｜ 東沖 ｜ 小笠原周辺
3.254k 13,207k 13,632k 

改革船燃油満載量 ＠操業場所別1航海あたりの最大燃油使用量（昔十画）

27,000Q 
日向灘沖 ｜ 東沖 ｜ 小笠原周辺
4,057Q 

i来五港時1型襲j由理旦量を童生；旦

2）省人化操業の取組

今後の近海まぐろはえ縄漁業は漁船の小型化による経費削減の他、小型

化に伴う省人化にも取り組む必要がある。今回、乗組員を従来の8人操業

から外国人漁船員を2人削減した6人操業に取組み、新たな操業体制の確

立と操業経費の削減を図る。

3）船内電力供給機器等の変更による省エネ化

漁船の省エネ化の取組として、同型近海まぐろはえ縄漁船では初めて定

周波発電機を導入し、船内電力供給を補機関に頼らず、主機関駆動の定周波

発電機にて行う。

また、室内照明機器のLED化による消費電力削減により補機関の燃油消

費削減に努める。この取組により補機1基を削減することができ、燃油消費

量の削減が図られる。

さらに、これまでの減速運行や漁業情報（潮流等）を収集するなど自主

努力に加え、その他対策としてデ、ジタル流量計の導入や低燃費型船底塗料を

採用することにより、効率的な機関運転を行い燃油消費削減に努める。

9 

（ 



4）活き餌操業の取組

従来操業してきた4月～7月の中南海域でのビンナガ操業は、昨今、釣

獲率が低下し魚価も低迷していることから、今回、日向灘沖で同型近海まぐ

ろはえ縄漁船では初めての活き餌を使った操業に取組み、ビンナガより高単

価なキハダを漁獲し水揚金額の向上を図る。また、釣り数を減らし、水揚時

間の短縮による活き揚がり漁獲物の増産を図る。

海域

臼向灘j中海域
，， 
，， 
If 

fl 

If 

，， 
If 

，， 
，， 
，， 
If 

，， 
fl 

，， 
4、言十
東j中海域

fl 

，， 
fl 

/j、言十
小笠原沖海域
，， 
，， 
fl 

，， 
！］、言十

操業図

4～7月にかけての中南海織での操業から日向灘沖海域で
の操業へ変更し、地元j由津港へ水湯する。

年間操業計画

期間 操業回数 釣獲量 漁獲量

H26.4.1 ～ H26.4.7 5回 0.46t 2.3t 

H26.4.9 ～ H26.4.15 5周 0.46t 2.3t 

H26.4.17 ～ H26.4.23 5回 0.46t 2.3t 

H26.4.25 ～ H26.5.1 5回 0.38t 1.9t 

H26.5.3 ～ H26.5.9 5回 0.38t 1.9t 

H26.5.11 ～ H26.5.17 5回 0.38t 1.9t 

H26.5.19 ～ H26.5.25 5回 0.38t 1.9t 

H26.5.27 ～ H26.6.2 5回 0.66t 3.3t 

H26.6.4 ～ H26.6.10 5回 0.66t 3.3t 

H26.6.12 ～ H26.6.18 5回 0.66t 3.3t 

H26.6.20 ～ H26.6.26 5回 0.66t 3.3t 

H26.6.28 ～ H26.7.4 5図 0.36t 1.Bt 

H26.7.6 ～ H26.7.12 5回 0.36t 1.Bt 

H26.7.14 ～ H26.7.20 5回 0.36t 1.Bt 

H26.7.22 ～ H26.7.28 5回 0.36t 1.Bt 

75回 34.9t 

H26.8.29 ～ H26.9.27 17回 0.31t 5.2t 

H26.9.29 ～ H26.10.28 17回 0.43t 7.3t 

H26.10.30 ～ H26.11.28 17回 0.71t 12.0t 

H26.11.30 ～ H26.12.29 17回 0.78t 13.2t 

68回 37.7t 

H26.12.31 ～ H27.1.15 10回 1.29t 12.9t 

H27.1.17 ～ H27.2.2 11回 1.24t 13.6t 

H27.2.4 ～ H27.2.20 11回 1.24t 13.6t 

H27.2.22 ～ H27.3.10 11回 0.75t 8.3t 

H27.3.12 ～ H27.3.28 11回 0.75t 8.3t 

54回 56.7t 

合計 197回 129.3t 
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単価 金額

1054円 2,475千円

1054円 2,475干 円

1054円 2,475千 円

793円 1,491千円

793同 1,491千円

793内 1,491千円

793円 1,491千円

628円 2,045子円

628円 2,045千円

628円 2,045千円

628円 2,045千円

827円 1,497千円

827円 1,497千円

827円 1,497千円

827円 1,497千円

791円 27,559千円

959円 5,017千円

1287円 9,331干円

848円 10,215干 円

506円 6,676千円

828円 31,240千円

356円 4,585千円

425円 5,789千円

425内 5,789平内

634円 5,268平円

634円 5,268千円

470円 26,700干同

661円 85,499千円



5）漁獲物の高品質化による水揚金額の向上

近年、輸入物の増加等により魚価安傾向であり高品質化による魚価向上

が必要となっている。このため、品質劣化の原因となるシミ・身焼け・血栓

の発生を防ぐため、活き揚がりの漁獲物に神経抜き等の高鮮度処理を施し、

さらに魚槽に貯蔵する際には、魚槽内海水に窒素ナノバブル水を混入させ、

海水から食品の腐敗を招く溶存酸素を締め出し、品質向上を図り水揚するこ

とで付加価値向上による水揚金額の増加を目指す。

6）労働環境の改善

4月～7月に日向灘沖で行う近海操業では、 7日航海1日休暇の8日サ

イクノレを基本とする労働形態となり、これまでと比べ定期的に帰宅可能とな

ることから、乗組員への負担軽減による労働環境の改善を図られる。 （ 
また、 19トン型の近海まぐろはえ縄漁船と同様に小型化した漁船も限

られたスペースに船員室を設置しなければならない。従って、その居住環境

は恵まれておらず、各ベッドに備え付けの液晶画面、 DVD再生機、地デジ

・BSアンテナを導入することにより居住環境を充実させる。なお、 トイレ

はウォ、ンュレット仕様とし、共有スペースの充実を図る。

7）安全性の確保

近海まぐろ延縄漁業の漁場は時期により荒天が続く事もある。このため、

船型の幅を拡大することにより復元性を確保する。また、作業台上面に滑り

止めマットを設置し作業上の安全性も確保する。なお、転落等の不測の事態

に備え小型漁船救急支援連絡装置を設置する。

8）資源管理措置の遵守

WCPFC条約での取り決めを遵守する。

国際的な資源管理措置を積極的に推進するため、複数のオブザーバーを

乗船させる船室を設備し、オブザ、ーパー不在時は船員の休憩室として活用す

る。

海鳥、海亀の偶発的捕獲の削減措置、サメ類の保護・管理のための措置

を遵守する。
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②流通・販売に関する事項

目魚価向上の取組

0県漁連と連携した販路拡大
販路として市場流通に依存しているため、魚価が上がりづらい状況であ

る。このため、県・市の行政と連携して構築する漁連の販売体制を活用し

て、魚価の向上を図る。

2）魚食普及の取組

日南市においても魚離れが進んでおり、特に地元で水揚げした魚を食べる

機会が減少している。また、学校給食においても地元で水揚げした魚は殆ど

使用されておらず、まぐろ類については全く使用されていない状況である。

そこで、食育の取組を進めている市教育委員会を通じて学校給食への流通を

促進することで地元での消費を拡大し、まぐろ類の平均単価を向上させる。

併せて、児童・生徒へ、市内でフk揚げされているまぐろ類や水産業全般につ
いて説明し、その内容を学校便りやPTA新聞等を通じて各家庭へ周知する

ことで、親子で「市内で水揚げされたマグロjに興味を持たせ、魚食促進を

図る。

③持続的な取組に関する事項

1）新規就業者の確保

0若年漁船員の就労促進のため、水産高校及び高等水産研修所への啓発普
及促進を図る。

O漁業就業支援フェアへの積極的参加により、新規就業者の確保に努める。

2）他の漁業への波及

当該地区における沿岸漁業においても燃油高騰、魚価安等により厳しい

経営状況となっている。今計画で操業方法を変更することによって定置網

などの漁獲物を活き餌として活用することができ沿岸漁業の経営安定に繋

がる。
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(3）改革の取組内容

大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に関す 漁船の小型化 近海まぐろ延縄船は燃油高 Ai 15トン型漁船の建造 初期投資の低減 資料3

る事項 騰等による経営コストの増 －従来の 19トンから 15トン型へ 0.6億円の削減

大により漁業経営は厳しい

状況にある。このため、低コ A 主機関の小型化 主機関 資料4・1

スト生産体制が図れる改革 1 ・ .ll'<*t±JjJい 650PS) 燃油消費24.9%削減 資料4・5

型漁船の建造が求められる。 64.28kl 5,785千円の削減

省人化操業の 今後の近海まぐろはえ縄漁 B －船員体制を 8名から 6名へ削減 人件費削減
マノレシッフ。費用

取組
※外国人漁船員

業は漁船の小型化による経 （日本人漁船員： 3名 現行船員） 2,912千円の削減
1名当たりの費

用

費削減の他、小型化に伴う省
（約1,456千円／

名）

人化にも取組必要がある。

船内電力供給 漁業情報（潮流等）を収集し c i省エネ型発電機の導入 補機関 資料4-2

機器等の変更 燃費軽減に努めているが、更 －定周波発電機の導入による補機 1基の削減。 燃油消費 1.8%削減 資料4-5

による省エネ なる削減が必要。 （強制循環ポンプによるマイナス効果を考慮） 4.53Kl 407千円の削減

化 c i低燃費型船底塗料の採用 主機関 資料4-3

－平滑性が高まることによる摩擦抵抗低減によ 燃油消費 1.5%削減 資料4-5

り燃油消費削減を図る。 3.9kl 350千円の削減

clデジタル流量計の導入 操舵室内の監視モニター（E 資料4-4

・効率的な速度運航により燃油消費削減に取り c Oランプ）による省エネ運 資料4・5

組む。 行の徹底。
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に関する 活き餌操業の 従来操業していた中南漁 D I .操業海域の変更 －総燃油消費量28.2%削減 資料5-1

事項 取組 場では漁場までの距離が
4月～7月の中南海域での操業を、地元に近い日向

－餌代20.8%削減 資料5-2

あり燃費効率が悪く採算
灘沖操業で7日間操業へと転換し、漁獲物の鮮度向

－水揚金額l1.9%減 資料5-3

が取れないことから、この
上、操業コストの削減に図る。

－水揚量 17.7%減 資料5-4

D －魚種の変更
期間の収益性の改善が必

日向灘沖ではこれまで中南沖で漁獲対象としてき
－年間の平均単価

要。
たビンナガからキハダに漁獲対象を変え、かっ、釣

43円／kg増

り数を減らしアジ等による生き餌操業に取組、生産
－経費 18.0%削減（改革1年目）

lコストの削減及び魚価の向上が図られ収益性の改 －収益6.8%向上

善が図られる。
（改革前1.5%→改革l年目 8.3%)

漁獲物の高品 魚価の低迷により、高品質 E 14月～7月の日向灘沖操業時における釣数が減少 品質向上による魚価向上。 資料6

質化による水 化による魚価向上が必要。 することにより、操業時間が短縮され生き揚がり

揚金額の向上 での漁獲増加に繋がる。漁獲物については、電気

ショッカーで仮死状態にした上で船内へ取り込

み、低反発マットを使用して神経抜きを行う。な

お、海水電解殺菌機で、殺菌された海水で作業場甲

板、低反発マット、魚槽を洗浄し、日中は作業甲

板上及び漁獲物の温度上昇を防ぐため、甲板上部

に遮光ネット等を用い日除けを行い作業する。な

！お魚槽に賭する際魚槽内海水に窒素ナノパ

ブノレ水を混入させ海水から食品の腐敗を招く溶

存酸素を締め出し、更なる品質向上を図る。
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に関す 労働環境の改 県外基地操業のため、地元に F －地元を基地とした日向灘沖操業への転換 船員のストレス軽減 資料7

る事項 善 帰ることができず、さらに海 (7日航海1日休暇の8日サイクノレ） －帰宅回数・陸上休暇の増加

上作業が大半を占めている。 －船内居住環境の改善

船員のストレス軽減のため （各寝台にテレビ、 DVD再生器）

の対策が必要。 （地デジ・ BSアンテナの導入）

! （ウォシュレット仕様トイレ）

安全性の確保 漁場が遠方のため、荒天時で a！・近海である日向灘沖操業への転換 荒天時及び漁労作業中の安 資料8

は洋上での回避となる。ま I .船体の復元性の確保 全性確保。 資料9

た、漁労作業中は転倒・落水 ！ （幅広船型）
の危険性があるが、対策が不 －作業台上面滑り止めマット設置

十分で、ある。 I ーる。）で殺菌された海水で附
－小型漁船救急支援連絡装置

資源管理措置 資源管理及び科学的データ H i・複数のオブザーパーを乗船させる船室の設置 国際的な資源管理の推進。 資料 10

の遵守 一収集を目的としたオブザ

ーパー乗船が求められる。
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

流通・販売に 魚価向上の取 販路として市場流通に依存 I l日向灘沖操業時に、品質向上を行った漁獲物を 販路の拡大により魚価の向 資料 11-1
関する事項 高旦 しているため、魚価が上がら 県・市・県漁連と連携した新たな販売体制で販 上を目指す。

ない。 売することで、魚価の向上を図る。

新しい販路が必要。 ｜ （漁連独自の新たな販路iとより商品を販売）

魚食普及の取 魚離れが進んでおり、特に地 J 学校給食の活用 魚食普及及び関連産業の活 資料 11-2

組 元でフk揚された魚を食べる 食育の取組を進めている市教育委員会を通じ 性化。

機会が減少している。 て学校給食への流通を促進する。また、市内小

食育を行い、地元水産物の理解を広める。

持続的な取 新規就業者の 日本人船員の高齢化・若年船 K ・高校、宮崎県立高等水産研修所への啓発普及 持続的な漁業への展望。 資料 12

組に関する 確保 員の就業者不足 促進

事項 ・漁業就業者支援フェアへの積極的参加

他の漁業への 当該地区の沿岸漁業も経営 L 地元定置網などの漁獲物（アジ）を活き餌とし 沿岸漁業の経営安定。 資料なし

波及 状態が悪い。 ｜て購入する。
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(4）改革の取組内容と支援措置の活用との関係

①漁業構造改革総合対策事業の活用

取組
事業名 改革の取組内容との関係

記号

A～L もうかる漁業創 改革型漁船による収益性の実証

設支援事業
小型化（省エネ・省人）

船名 未定

所有者 未定

総トン数 1 5トン

②その他関連する支援措置

取組 支援措置・
改革の取組内容との関係

記号 制度資金名

A 漁業近代化資金 改革型漁船の建造資金調達

小型化（省エネ・省人）

船名 未定

所有者 未定

総トン数 1 5トン

-17 -

事業実施者 事業年度

日南市漁協 平成26年度
，、、，

平成28年度

（ 

事業実施者
実施年度

（借受者）

（未定） 平成25年度



（ 

（ 

(5）取組のスケジューノレ

①行程表

項目／年度

A漁船の小型化

B省人化操業の取組

C船内電力供給等の変更による

省エネ化

D活き餌操業の取組

E漁獲物の高品質化による水揚

金額の向上

F労働環境の改善

G 安全性の確保

H資源管理措置の遵守

I魚価向上の取組

J魚食普及の取組

K新規就業者の確保

L他の漁業への波及

②改革取組による波及効果

25 

，．．固・・・固・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田E

ーーーーーーーーー

，．．．．．．．．．．． ．． 圃・・岡田・・・・・圃・・・・・・

回圃圃圃・圃圃圃圃圃圃園田園圃圃圃圃

同ーーーーーーーー

同ーーーーー・一一－

同・・・・・・圃圃圃圃圃圃圃園周圃

同岨圃圃圃圃圃田園園田・圃圃・圃圃圃

岡田園田ーーーーー

恒国圃圃圃圃’圃匝圃・園田園圃圃圃圃

匝・圃園田園圃圃圃圃・圃・圃圃園田園

26 27 28 

点線：検討・導入期間

実線：実施・普及期間

次世代型漁船の建造（小型化・省エネ化）、省人化操業、近海活き餌操業の取組に

よって漁業経営の改善が進むとともに、就労環境の改善により新規就業者の確保に努

めることで、次世代の近海まぐろ延縄漁業の持続的発展が期待できる。さらに、省エ

ネ化の取組に伴いC02排出量の削減が進むことにより、環境改善効果も期待できる。

6.漁業経営の展望

近年の近海まぐろ延縄漁業を取り巻く情勢は、魚価の低迷による水揚金額の減少及

び燃油価格の高騰、長期航海による経費の増加等によりその経営は厳しい状況にあ

り、加えて平均船齢が 17年を超え老朽化が進んでいる。

これらの状況を打開するため、本改革計画では近海まぐろ延縄漁業の生き残りを賭

け、①次世代型省エネ小型漁船の建造、②次世代型操業（省人化）体制の確立、③日

向灘沖での活き餌操業等を実施することにより、持続的な近海まぐろ延縄漁業の生産

体制を実施し、昨今の社会情勢の大きな変化にも耐えられる経営形態を構築する。
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(1）収益性改善の目標

（単位：千円）

現状 実証化期間（15トン型）

(2ヶ年平均） 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入 97,067 85,499 85,499 85,499 85,499 85,499 

①水揚数量 157.l t 129.3 t 129.3 t 129.3 t 129.3 t 129.3 t 

②水揚金額 97,067 85,499 85,499 85,499 85,499 85,499 

支出 95,592 78,369 73,373 72,870 73,414 73,159 

③人件費 18,195 15,284 15,284 15,284 15,284 15,284 

④燃油代 23,204 16,662 16,662 16,662 16,662 16,662 

⑤餌代 9,750 7,720 7,720 7,720 7,720 7,720 

＠漁具・修繕費 12,774 7,322 2,897 2,897 2,897 2,897 

⑦その他 4,759 3,587 3,587 3,587 3,587 3,587 

③保険料 1,873 1,939 1,672 1,430 2,204 2,156 

⑨公租公課 246 550 396 285 205 148 

⑮販売経費 6,360 5,434 5,434 5,434 5,434 5,434 

⑪一般管理費 18,431 18,431 18,431 18,431 18,431 18,431 

⑫支払利息 。 1,440 1,290 1,140 990 840 

⑬償却前利益 1,475 7,130 12,126 12,629 12,085 12,340 

償却前利益累計 7,130 19,256 31,885 43,970 56,310 

収益率
（水揚額に対する率） 1.5% 8.3% 14.2% 14.8% 14.1% 14.4% 
⑬÷②×100 

※現状については当該船の 2年間平均値、但し、④燃油代、③漁船保険料、⑪一般管理費に含まれる役員

報酬に関しては直近年の数字をもちいた。

(2）次世代船建造の見通し

償却前利益

（改革5年平均）

11,262千円

× 
次世代船建造までの年数

15年

-19 -

＞ 
船価

1億2千万円
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(3）小型イじ（省エネ・省人）による収支試算根拠

基本となるデーターは、現有漁船の 21・23年実績値、並びに県内他地区小型船（2隻）

の実績値を用いた。

1.収入

①水揚数量

操業計画における東沖及び小笠原周辺については、現有漁船の実績値に基づ

き釣り数減少率（2500本→2000本）を考慮して算出。日向灘沖については

既に操業している県内他地区小型船（2隻）の実績値の 8割を採用した。

(1）日向灘沖・・・.43,532 kg×80% =34,824 kg 

（ ο）東沖・・・・・・ 37,731kg 
(3）小笠原沖・・・・ 56,756kg 

（ 

年間水揚数量＝（1)+(2)+(3）＝約 129.3t 

②水揚金額

2.経費

操業計画における東沖及び小笠原周辺については、現有漁船の実績値に基づ

き釣り数減少率（2500本→2000本）を考慮して算出。日向灘沖については

既に操業している県内他地区小型船（2隻）の実績値の8割を採用した。

(1）日向灘沖・・・・ 34,449千円×80%=27,559千円

ο）東沖・・・・・・ 31,240千円
(3）小笠原沖・・・・ 26,700千円

年間水揚金額＝（1)+(2)+(3）＝約 85,499千円

③人件費（日本人漁船員・外国人漁船員）

(1）日本人漁船員は現有漁船の直近2カ年平均の 10,917千円で計上。

(2）外国人漁船員は現有漁船の直近2カ年平均を基に l名当たりの費用を算

出し、 3名で試算した。

直近2カ年平均7,278千円÷5名＝1,456千円（1名当たりの費用）

1,456千円×3名＝4,367千円

年間人件費＝(1)+(2)=15,284千円

④燃油代
主機の小型による燃油消費量削減効果及び他省エネ取組み効果を加味した

燃油消費量に予想単価（90円泊）を乗じた。

(1）日向灘沖・・・・・・・・ 60,737Q, 

(2）東沖及び小笠原沖・・・・ 124,397Q, 

年間燃油数量＝（1)+(2)=185,134 Q, 

-20 -



年間燃油代＝185,134.Q×90円/kg＝約 16,662千円

※参考平成23年平均燃油単価＝80円／Q

平成24年平均燃油単価ニ85円／品

世界情勢等による値上がり傾向を加味し、予想単価を90円／立で設定。

⑤餌代

操業計画における東沖及び小笠原沖については、現有漁船の実績値に基づき

釣り数減少率（2500本→2000本）を考慮して算出。日向灘沖については既

に操業している県内他地区小型船（活餌操業船）の実績積込値を採用し実績

単価を乗じた。

(1）日向灘沖・・・・・・・・ 2,937千円

ο）東沖及び小笠原沖・・・ 4,783千円
年間餌代＝（1)+(2)=7,720千円 （ 

⑥漁具・修繕費

修繕費は定期検査費用を6年間の均等割りとし年間の修繕費を加算。

(1）定期検査費用 6,000千円÷6年＝1,000千円／年

漁具費の 1年目は、現行操業体制と新操業体制（活餌縄）を新規購入。

2年目以降は破損分の補充のみとなるため、 1年目の 30%。

(2）現行操業体制2年間平均金額に基づき釣り数減少率（2500本→2000本）

を考慮して算出・・・・ 4,927千円×80%=3,942千円

(3）新操業体制（活餌縄） ・・・・・・・ 2,380千円

1年目漁具・修繕費＝（I)+(2) + (3) = 8,307千円＝7,322千円

2年目以降漁具・修繕費＝（I)+ ( （ρ）＋（3））×30%) =2,897千円

⑦その他（食料費、氷代、水道光熱費、福利厚生、旅費交通費等）

（明料費については現有漁船の直近 2年平均に省人化分（8名→6名）を （ 
加味。

2,682千円×6/8=2,011千円

。）他の項目については、直近2年平均 1,576千円

年間＝(1)+(2)=3,587千円

③保険料

建造費 1.2億円で試算し、改革4年目以降は漁獲共済掛け金を加味。

⑨公租公課

日南市固定資産税（1.6%）であり、新船価格 1.2億円で試算。
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（ 

（ 

⑮販売経費

操業海域ごとに水揚金額にて算出し積算。

(1）日向灘沖・・・・ 27,559千円×5%=1,378千円

(2）東沖・・・・・・ 31,240千円×5%十31,240千円×2%=2,187千円

(3）小笠原沖・・・・ 26,700千円×5%+26,700千円×2%=1,869千円

年間販売経費＝（1)+(2）十（3)=5,434千円

（※四捨五入の関係で数値は合致せず）

⑬一般管理費

現有漁船の直近2カ年平均を元に試算。船員保険料は、船員給与額を基に試

算。

⑫支払利息

新船建造に伴う借入金を9,600千円、償還年数10年、利率1.0%、協会保証

0.5%で試算し、既存債務分を加算。
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【参考】 現行と改革後の主な相違点

項目 現行 改革型漁船

総トン数 19トン 15トン

船価 1. 8億円 1. 2億円

操業海域 東沖、小笠原沖、中南 東沖、小笠原沖、日向灘沖

航海数 12～15航海 24航海

操業日数 196. 5日 197日

漁獲量 157,054. lkg 129,310. 3kg 

生産
平均単価 618円 661円

（ 

乗組員数 8名 6名

（日本人3名、外国人5名） （日本人3名、外国人3名）

燃油消費量 257,826 Q 185, 134 Q 

餌使用額
9, 750千円 7, 720千円

収益率
1. 5略 8.3見（改革1年目）

（水揚額に対する率）
14.2覧（改革2年目）

14.8見（改革3年目）

船員転落対策 ボイドスペース

幅広船型

滑り止めマット

小型漁船救急支援連絡装置

就労環境
（ 

－安全性 各居室 液晶テレビ

DVD再生機

地デジ・ BSアンテナ

定期的な帰宅 7日航海1日休暇の8日サイ
クノレ

水揚地 地元外水揚主体 地元水揚の増加
（銚子、塩釜、那智勝浦港等） （銚子、塩釜、那智勝浦、油津港等）

流通 県・市.~魚、連と連携した

販路拡大

学校給食の活用
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， 

（参考）改革計画の作成に係る地域プロジェクト活動状況

実施時期 協議会・部会 活動内容・成果 備考

平成25年6月9日 O近海かつお・まぐろ 改革計画の内容等について協議 開催場所

地域協議会、日南・ （宮崎県日南市）

南郷地区別部会の事

前打合せ

平成25年 10月3日 0近海かつお・まぐろ 改革計画の内容等について協議 開催場所

地域協議会、日南・ （東京都）

（ 
南郷地区別部会の事

前協議

平成25年 10月 15日 0近海かつお・まぐろ 改革計画の内容等について協議 開催場所

地域協議会、日南・ （宮崎県日南市）

南郷地区別部会合同

会議

平成25年 10月30日 0近海かつお・まぐろ 改革計画の承認 開催場所

地域協議会、日南・ ・これまでの検討結果について協議 （宮城県多賀城市

南郷地区別部会合同 した。 ・塩釜市）

会議 ・今後の改革計画の整備については

（塩釜港の現地視察 地域協議会事務局に一任するこ

を含む） とで了承を得た。

－今後のスケジューノレを確認した。

（ 
－事業実施者を日南市漁業協同組合

とすることが確認された。
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近海かつお固まぐろ地域プロジェクト改革計画書

ぞう
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（日南・南郷地区別部会：近海まぐろ延縄漁業）

【改革型漁船】
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｜資料編］



近海まぐろはえ縄漁業改革計画（近海かつお・まぐろ地域プロジェクト）

（ ー ー背景 噸醐 劇 i 
（ 経営悪化 l 
・燃油費等の高騰による経費の増加（燃油価格が10年間で2倍高騰）

．魚、価安による水揚金額の減少

－船体老朽化及び新船建造費の高騰

．日本人船員の担い手不足
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10年前の10%未満から司直近27%まで上昇

マグロ延縄、19t 圃圃園水揚平均金樹

園圃圃燃油平均金書画

ー守山燃油経費•ill

12ααXJ,000 %

%

%

%

%

%

%

%

%
’
’
 

叩

拓

叩

話

却

お

却

5
m
m
m

10αα氾，000

80,000.，αXJ 

印，000.，αXJ

40,000，α:x> 

20,000，αp  

。I I ~ I I -1 ' 一一一一－ ''"'0% 
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22. 之3 H24 

燃油高騰時代に対応した経営体制の確立が必須。

近海まぐろはえ縄漁業の魅力ある環境づくりが必要。

l」~~ 
・新魂i毒事業若草ぬ確i保！
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． 資料12 新規就業者の確保



近海まぐろ延縄漁業の現状・問題点

まぐろ船の収入と経費割合

マグロ延縄19t

120,000,000 

100,000,000 

80,000,000 

60,000,000 

40,000,000 

20,000,000 

。

園闇水揚平均金額

・聞燃油平均金額1

・噛ー然、油経費率

50% 

45% 

40% 

船齢組織

船齢

東沖操業船

沖縄沖操業船

合計

5年以下

3隻

3隻

35% 船員年齢構成

30% 

25% 

20% 

15% 

10% 

5% 

0% 

年齢

30歳未満

30～60歳未満

60歳以上

合計

6～10年 11～20年 21～30年

4~ 7隻 5~ 

1隻

4隻 7隻 6~富

日本人
年齢害1泊、

外国人
（日本人）

5人 1 0 6% 4 1人

3 5人 7 4. 5% 28人

7人 1 4. 9% 0人

4 7人 100% 6 9人HlS H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

※所属まぐろ漁船平均実績値 ※日本人船員平均年齢 43.6歳

現状・問題点

周水揚金額の減少（漁獲量の減少、魚価安）

・燃油高騰（10年前は燃油費割合が10%未満ゅ直近

では約27%まで上昇）

－船員の高齢化（新規就業者が進まない）

．船体の老朽化及び建造コストの増大

L－－－－－－－－－－－－－－園田園ー田園田園園田園E ーーー園田ーーー’『句圃圃園田ーーー＿＿＿＿＿＿, 

近海まぐろ延

縄漁船の経営
継続が困難！

資料 1

31年以上
合計

1隻 2 o~主

2~聖 3'.IU 

3！車 2 3 g.t 

合計

86人

2 3人

7人

1 1 6人



資料2

近海まぐろ延縄漁船の改革計画

・改革のコンセプト ； 
漁船の小型化による初期投資の低減、乗組員の省人化操業による操業体制の確立と生産コスト削
減、同型近海まぐろはえ縄漁船で、初の活き餌操業による水揚金額の増加、及び同型近海まぐろはえ
縄漁船で初の省エネ型発電装置の導入による省エネ等に取組、昨今の社会情勢の大きな変化に対
応し、かつ今後も安定的に漁業経営が行えるモデル船となる。

生産に関する事項 l ｜ 流通時！羽する事項 ｜ ［ 持続的な取組閣する事項 ｜ 
2漁船の小型化 111・魚価i向上の取組
2省人化操業の取組 II 2.魚食普及の取組
3.船内電力1供給機器等の変更による省ヱネ化

4.活き餌操業fの取組

'5.漁獲物！の高品質化による水揚1金額rの1向上

(i; ..労働環境の改善

1.安全性の確保

8.資源管理措置の遵守

コスト削減と収益性の確保による

1!.新規1蹴業者の確保

2.他の漁業への波及

「もうかる近海まぐろ延縄漁業J実現の検証



改革型近海まぐろ延縄漁船のコンセプト 資料3

⑤省人化操業の取組

．漁船小型化により省人化操業体制の確立に取り

組み（8人一泊人）、操業経費の削減を図る

⑥省エネ型発電機の導入
．定周波発電装置の導入により、
補機1機を削減

【既存船と改革型船の比較表】

総トン数 19トニノ

登録長 16.84m 

中高 4.34m 

j奈さ 2.13m 

定員（乗組員数） 10名（8)

航海速力 9.0ノット

燃油タンク 33.0円f

魚鰭数 10鱒

魚鰭容積 37.0ni 

主機関 S6R2F-MTK3 

排気量 26.54L 

発電機関 FEG60S 

発電機 60kVA×2台

定周波発電機

⑨労働環境の改善に関する事項

聞各ベット！；：.備え付けの液晶画面、 ID.Vi[)再生機、地デジ・6S
アンテナを導入することに去り居！住環境を充実させ、また、トイ
レはウォシュレット仕横とすることで、船員のストレスを軽減

一 ②省エネ運航の徹底

・操舵室に燃油消費量モニターを設置し、
減速航行による燃油消費量の削減を図る

⑦15トン型省エネ漁船の建造

王完 干す

－船体の小型化に伴う、主機関の小型化

・低燃費型船底塗料

15ト：ノ

15.64m 

4.47m 

1.95m 

8名（6)

8.5ノット

27司om 
8鱒

2~.0 rr-i 

改革型漁船

③活き餌によるキハダ操業の1取組

・魚鱒に強制循環装置を設置し、日向灘沖で主童
館によるキハダ撮業に取り組む

・短期航海による漁獲物のj鮮痩1向上に併せ、さら

に魚鎗に窒素ナノバブル水容混入させ漁獲物の高
品質化を図る

備考

ム1.20m

+ 0.13m 

ム0.18m

ム2名

ム0.5ノット

ム6.0ni

ム21槍

ム8ni

( 663kw (901 ps) ) S683-T2MTK2し ( 4 7 8.5kw (650ps) ) ム184.5kw (251 ps) 

（ニ菱） 14.6L 〈三菱） .6..11.94L 

( 56kvvrn (76ps) ) FEG50S ( 48kvvrn(65ps) ) 乙~1 Ops 

〈三菱） 50kVA×1台 （三菱〉 ム1台

60kVA×1台 （三洋電機）

建造費約1弓億円。約1.2億円【初期堤資の低減】



改革型漁船の建造【主機関の小型化】
資料4-1

・目的
船型を小型化する事！こより、最大出力の低い主機関を搭載し、省エネ航海の実現。

女主機関の小型化により年間燃油消費「64.28klJ (24. 9%）削減

｜ メーカー・型式 ｜ E霊翠冨冨gm亙置

屯

一
－L

K

M

－4
9

 

日

一
5

4

9

一6
0

a
一2
一一
位

排気 量

改革前の年間燃油使用量

資料提供：三菱重工エンジンシステム株式会社

｜ メーカー・型式 ｜ ~翠翠盟国mB!I

乾燥重量（kg)

排気 量

想定される年間燃油使用量



資料4-2

改革型漁船の建造【定周波発電機装置の導入】

女主機関駆動の定周波発電装置の導入により

年間燃油消費『4.53klJ ( 1. 8%）削減

。従来は補機2基 。定周波発電装置1基・補機1基（補機は停泊時のみ使用する。）

定格l出カ｛1基）

質量（1基）

政革前の年間燃油i使用量

（補機2基）

60KVA 

850kg 

j[ 

資料提供：三菱重工エンジンシステム株王r、社、太洋電気株式会社

定格出カ（KVA9

質量（kg)

想定される年間燃油使1用量

FEGSOS 

戸扇面s｜？諸君？｜
60KVIA wRKVA 

745kg 

28. 8kl 4. 01 Jkl 
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資料4-4

省エネ運行の徹底【ECOランプの導入】

目的

安減速運転を確実にするため、常時船長が操舵室内のECOランプを確認し、省エネ運
行に努める。

－流量計の仕組み

⑧咽箪＠漕掛・園時恥ス子ム虻腿 燃料の流れ方向

ディーゼルヱンジン

併前⑦⑥⑧

｜ 積算計 I 
A-Bの積算表示

＊宮高子台について（積算tt・li時計共通）

⑥＝GND⑦＝A入力⑧＝Bλカ

資料提供：株式会社浜口商会

－表示モニター

株式会社浜口商会． フローペット
流量計B
d語、

＠ 



資料4-5

燃油消費量削減の試算
＊今計画の燃油消費量

15航海
航海数

燃油消費量
IL. .a._ 

操業時 75日 19, 740£ 68日

停泊時 II 0日 ｜｜ 0£ 
内訳

適水時 0日 0£ 8日

ー
往復路 II 30日 II 26, 670£ 

46, 410£ 
‘ーー・E・E・－r一一一一 ・E・E・－

14日
ー----IL

定周波 8, 685£ 

定周波（強制循議:)Ir 「一 3, 990£ 

合計 60, 737£ 

金額 u ｜｜ 5,466千円

育改革前の燃油消費量と比較

p~~~ I ｜相治会歪（繍機関Iま停泊・夜港時を含
む）

196. 5日 96, 285£ 

停泊時 4. 5日

適水時 23.0日 24, 840£ 

往復路 92.0日 99 360£ 
,, －ーーーー－ a園面

補機関 37, 341£ 

合計 316日 257, 826£ 

金額 23, 204千円

※単価は直近上昇額を考慮し90円で試算

22, 872£ 54日

5日

7, 108£ 5日

9, 592£ 

燃油1消費量 日数

18, 164£ 197日

5§0£ 「ー9日
.,..I ・e’・

4 445£ ~r-- 1 3日
ー『

827£ 「－26目 ｜｜

48, 329£ I 334日

60 776£ 

11 553£ 

719, @@2£ 

153, 383£ 

2, 951£ 

24, 810£ 

3,, ，§§。e
一一

185, 134£ 76, 068£ 

6, 846'手円 4, 350>子門 店 II 司6,.66'Z手間

※停泊・在港時は補機関を使用する。

【改革型の建造により】

・257.SKI（改革前）ー185.1KI（計画）
＝年間約72.7kl削減
・23,204千円（改革前）－16,662千円（計画）
＝年間約6,542千円削減

（約30%削減）
※改革前との比較



資料5-1

活き餌操業の取組【操業海域の変更】

女従来の操業（中南海域操業）

問題点

中南海域での操業は、 1航海当たり約9日の往復航に

加え、漁場が広範囲のため探索に約3日費やしており、

近年の燃油高騰の影響から生産コストが増えている。

また、漁獲物の大半が低価格のビンナガであるため、

採算が合わない。

女改革計画（近海操業）

効果

・活き餌を使うことにより、釣獲率の向上（資源管理の

ため、釣数を減らし漁獲量は増やさない）

－移動日数の減少に伴う燃油消費額の削減

．釣り数削減に伴う餌代の削減

－省人体制によるマルシップ費用低減

．本邦における乗組員の休養も容易

．漁獲対象の転換による魚価向上

青年間操業予定

操業図

4～7月にかけての中南海域での操業から日向灘沖海域で
の操業へ変更し、地元油津港へ水揚する。

－－・E・E・E・E・E・E園田園盟国E・－－圃・・・置璽E・・・
中南海域 東沖海域

・i._一一一 』ーーー
一ーー

改革前 38. 5 t 55. 8 t JI 62. 8 t 1 57. 1 t 

23, 172 平岡 45, 1 SS 千円 JL 28, 6§7 千！同 _JI <!J7t, @fi)ヲ予i同
整備 ー圃ーーー圃 一

日向灘沖海域 東沖海域 小笠原沖海域

II ← j[ 一一 JL 34. 8 t 37. 7 t 56. 8 t 129. 3 t 改革後

27, 559 千円 31, 240 千円 （ 26, 700千円 85,499 千円



資料 5-2

活き餌操業の取組【4～7月の改革前との比較】

。改革前（2ヵ年の平均値） 。改革後

月
L一一－ E・E・－－

5航海 ーゴ 亡 航海数
68.5日 操業時 JI 7/'5,.0目

’a『園 田・ ーー

内 19，口日寸 2.5日 内
停泊時 ti 0.0日 ム2.5日

訳 ！！ ：高官睦 II 良 区 ｜口 訳 1 滴 1君I?日妻 II ('.).'R4目

日 一つr~－＝~3.5 日

合計白石ゴ｜ 」｜ +1日

ー Jf＿目

『？ 』ー晶圃ー

釣数 c 2, 500本 It ム1,100本• 

生産量 」｜ 38. 5 t L 生産量：コ｜ 34.2 t 」亡~3. 7 t 
]I 咽， F 円＿..‘ P 

生産額 ． 、． 23, 172干円 生産額l 27, 559千円 +4, 387千円
’E ー司－ 凶-

I[ +197 k 単価｜ II 594 ~円／kg 」 亡ー担 ゴ｜ 7'9'1 円／kg

制 :_J 燃油消費量 ｜｜ 60, 737 i lム24,117 e 
75. 8円／t 予想単価 ｜［ 90.0円／i 」｜ +14. 2円

6, 432千円 燃油消費額 ｜｜ 5,466千円 ゴ｜ .6.966千円

L冷凍り｜ 83ヲ千円 『ム2,711千円
一一 一一一久－ -

餌代 活き餌 ι＝’＇ ... 0 千円 l ＂’‘、－ 

2, 100千円 I +2, 100千円
] -

l~ 
ーー．，

11 ｜合計 n 制｜合計 ｜｜3, 548千円 2. 937'・千円 ム611千円



資料5-3

活き餌操業の取組【4～7月の魚種別漁獲量割合と魚価比較】

。改革前（2カ年の平均値） 一一一一一－ O改革後
2% 

置マグロ 圃マグロ

・メバチ30kg上 ・メバチ30kg上

園キハダ30kg上 ・キハダ30kg上

・メJ《チ20kg～30kg ・メバチ20kg～30kg

・キハダ20kg～30kg ・キハダ20kg～30kg

聞メバチ20kg下 2% 聞メバチ20kg下

・キハダ20kg下 ・キハダ20kg下

・ビンナガ 国ビンナガ

・その他 ・その他

2% 

I 改革前（2カ年平均） ｜ 
海域 璽田園癒
月 4月～7月 月 ~ 4月～7月

航海数 ][ 5航海 15航海 IL +10航海
漁獲割合 魚価単価 漁獲割合 単価 差額

22%」l 613円／kg
ーーーーーー ーーーーーーーー」

キハダ 30kg上 n 74% 
" 
973円／kg 11 +360円

キハダ 20kg～30kg 1% 479円／kg キハダ 20kg～30kg 2% 665円／kg 十186円

キハダ 20kg下 JI 2% キハダ 20kg下 II 4% II 3'41，円／kg Hム169円

ビンナガ 30% 352円／kg ビンナガ 3% 250円／kg ム102円

その他 ｜｜ 28% ｜｜ 304rn /kg その他 • .－・、 ｜｜ 17% ｜｜ 384円／kg JI ム80円



資料 5-4

取組まとめ【改革前後の比較】

4月～1＇~ 9月～12月 1月～3月 合計 備考

操業海域 中南海域 東沖 小笠原沖

航海数 現状 5航海 4航海 5航海 14航海 資料

操業目数 68.5日 68日 54日 190.5目 4-5 

操業海域 日向灘沖 東沖 小笠原沖 5-1 
’・ー－ ー.，・ － 一一一

航海数 改革後 15航海 4航海 5航海 24航海 5-2 
~·司哩F a・・F瞳，~－－園開・

操業日数 75国 68日 54日 197日

4月～7月 9月～12月 1月～3月 合計 改善率 備考

現状 2,500本 2,500本 2,500本

鈎数 改革後 1,400本 2,000本 2,000本
資料

--－『・‘ 5-2 
ム1,100本 .6.500本 ム500本

現状 38.5t 55.8t 62.8t 157.1t 

水揚量 改革後 34.8t 37.7t 56.8t 129.3t ム17.7%
資料
5-1 

ム3.7t ム18.1t ム6.0t .6.27.8t 

現状 23,172千円 45,198千円 28,697千円 97,067千円
資料

水揚金額 改革後 27,559千円 31,240千円 26,700千円 85,499千円 ム11.9%
5-1 

+4,387手同 ム13,958千円 ム1,997千円 ム11,568千円

現状 601円／kg 810円／kg 457円／kg 618円／kg 資料
同

事喝単価 改革後 791円／kg 828円／kg 470円／kg 661円／kg +-7.0% 5-2 
『・－’ F～‘

,t;13円 5-3 
キ190円 キ18同 =f.-43円

現状 84.9KL 108.9KL 64.0KL 257.8KL 
資料

燃油使用量 改革後 60.7KL 76.1 KL 48.3KL 185.lKL ム28.2%
4-5 

ム24.2KL ム32.8KL ム15.7KL ム72.7KL

現状 7,637千円 9,803千円 5,764千円 23,204千円
資料

燃油経費 改革後 5,466千円 6,846千円 4,350千円 16,662千円 ム28.2%
4-5 

L::..2,171千円 ム2,957千円 L::..1,414千円 L::..6,542千円

現状 3,548子円 3,954千円 2,248千円 ~｝~0千円
資料

餌代 改革後 2,937千円 2,692千円 2,091千円 7,720千円 ム20.8% 5-2 

ム611千円 ム1,262千円 .6.157千円 ム2,030千円

現状

ー♂－－－－
18,195千円

資料
人件費 改革後 ------- 15,284千円 ム16.0% 5-1 

宇 ，一－－町 一二ぶ五一；：；；；：－－－・ ←ー・－ - ' －ー ー一、 晶 国』

ム2,911千円



漁獲物の高品質化への取組
資料 6

1: ~G)Ii獲物l己電気ショック ,] 

臨額露翠

－電気ショックを与え仮死状態にする。（シミ・
身焼け対策）

－低反発マットで、血栓の発生を防ぎ、神経・エラ
抜きにて鮮度保持

｛ 海水電解殺菌機の活用 ] 

軍暗闇

曹畳

’． 安当震で，IH雪e守、淘志賀・で.., ... u ... 鵬川量・湖水’！ffりll!Y.
t揖畠茨量とほJg置カ君事いまT.)
・，n.....，..由で積声帽＂＂＇ ＂＂＇＂九 叉暢・S道陣.... 同・実筑噛羽帥...，・に冒。，1:11.
m・＂＂・濁..郷 .. ・l0.!5-3町m ~で＝－－ー『
〈思慮健いつでちどζで・a・・に測定でl!fl") I 1崎竺ー土士一－ I 

『l 淘$廠爾カ・e 』
II －宅．宮司＇・ ~ 

2. II・・Clllll鰻fJ ILー」＝ヱニニニニニJ
IQll-a.:聞でt:Nol<Oコスト＂ヲ 羽ーマンスで1 v 

’...・・”．。方ゾ!I爾舗と母ヨ齢、...と..”・e・‘••＜の＂~，ヲンスフリーで写．

3. 貧圃甜•nりまir.
マリジライヲ＿，... 康徳舗o:A・”‘・・Ml《管，.......舗など》 1!111さ”でい夜習に
，．＊・.....濁水3・m岨甥酔師”。舗依検2・llltt:宅s・g・＇＂＇ れてい....

－海水電解殺菌機で、殺菌された海水で、作業場甲
板、低反発マット、魚槽を洗浄し衛生管理に努め

［ ③ナノ窒素海水での保管 ti 
Nanox ,...,10，.山 間 州 問＆山側印刷 民
。才ゾ・フレ型ジャー ヨシステムフロー匝

－
 ．．
 
，申

，
二一一

MA

・食品の腐敗を招く溶存酸素を締め出し品質向
上。

一一『・・・・・・園田，，一

ナノ窒素海水での魚槽で保管した漁獲物

漁獲から23日経
過したメバチマグ
ロの切り身

資料提供：株式会社ナノクス



労働環境の改善【居住環境の改善】

寝室の充実（1人当たりの専有床面積の拡大）

現行 ｜定員：10名

改革型

資料 7



資料 8

安全な労働環境の確保

貴船体の復元性（ボイドスペース・幅広船型） 女作業台上面滑り止めマットの設置

－従来の漁船

。ωkいの
H
ε
∞

－従来の甲板上は材質を使用している。

－改革型漁船

o: 
o: 
0) : 

の：

ー「 I~ I J ' ／ ε： 
戸＝『1ILζZ三1llI I 、／ co ~ 

． 

1・幅と深さの比較
! 4. 47(BR）÷1 95 (DR) =I 2. 29 l ! 

ー－－－ー同国自ーー・・・・・・・・ーーー・＿＿＿＿..} 
－ボイドスペースの確保、幅広船型により浮力向上を図り復
元性を確保する。

資料提供：株式会社馬詰造船所

／｛羽U止めマーツトl
，，， 
，三コ包a

－材質の上にゴムマットを引き安全確保。また、海水電解殺
菌機にて甲板上を定期的に洗浄し、衛生管理にも努める。



資料 9

安全な労働環境の確保【小型漁船救急支援連絡装置の導入】

小型漁船救急支援連絡装置の導入により転落・急病等の不測の事態に備える。
※lW無線の範囲内であれば、無線局を介し転落位置確認が出来ることにより救助が確実になる。また、 lW無線圏外での落水

の際は、操舵室内の警報機が作動することにより敏速な捜索活動が出来る。

v
 

v
 

v
 

v
 

v
 

v
 

v
 

’E量偶帽 」頑固」一一一
掴名｛旧｝、捕.11'.・a....その情

e・g・，喧受信した服申濁厳島由湾れ．
ea怠it骨盤電信が粧量信号1'.llr庫、電車信号曹示録｛パソコン）にデー，を過出．
・置!I信号圃景器｛円ソコン｝町曹関薗田上に酎串．位置‘叫剖を由最
｛桝部ネヲトワークへの・UI情帽町出力も剖応可帽｝
・骨量信骨量理輯より聾帽器｛既置君主はオプシmン）を押幽さぜる．

小型漁船微量量支m濠舗装置の信号伝送の流れ．
。民組員が虜帯する蝦組員nm•姥偏鱒除、自・ f水センサー】又陰
手・スイッチで’E愈信号聖路四..

• 
＠ 湯島白骨密償制，Bbl継愈信号を受信すると以下由”留を実施．
• ose 掴姐掴より船名、南中幅ll位置の担轟慨。を樽障局へ白勘覚悟． 
． 警帽灯町点櫨．サイレンの唱曲｛膏帽刻、サイレンu~プシaン1
・エンジン停止輯II(~プシ司ン）を限勘さぜる播点信号を出力．

Ill定時。PS!ltf&・
TGA-103/TGル0103

II健の。so•・・

司F
受信，11111γR・7530

・..ーを踊圃
••lllT ·ψイ＂シと骨・圃・臨画伺7シ．シ3
・ヱン~~樟企劃賓との線描・鼠島付ヴシ・シ3

場・・周囲・・・・・、． ． ． 
・－－－－－－． ． 
－ 

． 
』ーー・・． 

－ 

． 
－ 

J 一一一一・・ー．－! f u ツ刈止M ・: 
・・・・・・・tt持ブシ・ン｝ ： 

』・一－－－－一一一．－一ー’

ザイレシ
(>t::fシ・ン3 ’1am曙姐lltllTSO・7530

．鳥肉質．．． 的作曲
．梅園高薗によ・・E・e・－蝿曾智時微量H・＂＇
．臨.....II'.・・IL’0...岡湾町，．． 情・・・＂＂
．軒ト？－？”蝿蝉店旬鴎温料提供：太洋無線株式会社



資料 10

資源管理措置の遵守

WCPFC条約で取り決められた次の取組みを遵守する。

・国際的な漁業管理機関WCPFCの条約オフ、ザーバーを受入れ乗船させる。
海鳥、海亀の偶発的捕獲の削減措置を遵守する。（トリポール等）

遠洋マグロ船で用いられているトリポール

• WCPFC条約で取り決められたサメ類の保護・管理のための措置を遵守する。

WC PFCとId:... 
中西部太平洋まぐろ類委員会（Commissionfor the Conservation 
and Management of Highly Migratory Fish Stocks in the Western 

and Central Pacific Ocean : WCPFC）の略で中西部太平洋にお

ける高度回遊性魚類資源（マグロ類、カツオ類、カジキ類，海洋性
さめ等）の長期的な保存及び持続可能な利用を確保することを目
的としている国際機関で、 25の国と地域、地域機関から構成され

ています。
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資料11-1

販売・流通に関する取組【魚価向上の取組：販路の拡大】

改革前 : ｛改革後 l
県外市場の流通
に依存した販路

のみ

［水揚げ』j

県外市場

｜（仲買人）｜

三官一費
一
山
円三の
一

て
外
十
由
一
I
l
L
 

。4周～7月！の自｜向灘沖の操業時！こ、地元の油津港を基地lこ操業を行い、
品質向上の処理を行った漁獲物を地元市場（油津〉に水揚げする。
その一部を宮崎県漁連と連携して、販路の拡大を図り、魚伽向上をj目指す

日明げ〕

地元市場（油津）1 l .仲買ム字通じて購入。 ！
｜（仲買人）｜

販路の拡大

【県内】県内の加工業者と連携して、ロイン加工などマーケット
に応じた商品形態で販売する。また、漁協直営の直売

所等に販売する
【県外】宮崎県と関係の深い居酒屋チェーン店、福岡を中心に販
売店舗を有する県内の流通販売組織へ販売する

【圏外】全漁連と連携した中園、米国などへの輸出、県の香港事務

所を介して東南アジアへ販売する

県内外・国外の消費者



販売・流通に関する取組【学校給食の活用】
資料 11-2

【現状】

宮崎県内での地元の魚を利用した学校給食の取組については、地域、期間が限定的である。
また、昔からマグロ基地として栄えてきた日南市においては、学校給食！こ地元で水揚げされたマグR口は使用されていない。
そのため、学校給食を通しての食育がなされていない。
その結果、地元にマグロが水揚げされていることを知らない家庭も多く、消費も伸びてない。

【計画】
0宮崎県：学校給食会に対して、学校給食のニーズにあった県内産の魚を使用した商品の提案を行い、

学校給食への利用を促進する。

0日南市：地元で水揚げされたマグロを学校給食のメニューに取り入れる。

＜具体的な推進方法＞

・日南市内の公立小中学校のうち、共同調理場を利用している 10校を対象とし、 10月10日

のマグロの日を含め、年に数回マグロ給食を実施する。

－また、共同調理場以外の学校給食についても随時拡大していく。

0日南市内にある公立小中学校 26校（児童・生徒数3,933人）

うち共同調理場を利用している小中学校 10校（児童・生徒数2,155人）

（※児童・生徒の数は、平成25年4月1日現在）

【将来】 E霊~ヨ
｜子供たち川劃こ蹴て酬と町示す ｜鴎

｜その子供たちの家庭で、魚食の意識が高まる ｜圃ゆ

参考②：地元産のトビウオを使った学校給食

魚にi関連する産業が活性化する
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資料 12

新規就業者の確保

－宮崎県立高等水産研修所への啓発普及促進

来来へつなぐ水産業
水All鎌は、盤肢で鑓か主主日本型店笠活司~s;える水産潤を⑤民へ鑓依する食陽自主総穫織と

しての役割を過去、現在、来幾において照たし続けることを期待されています．

8崎県立高等水m研修所は、これらの水産織を担う緬広い視野と高IR~筏街・1Illllを備

えたφ俵ぬ漁厳替の質成に取り績む全国でも敵少芯い軍事門機関です．
水艦縄を志す態依あふれる務管をお待ちしております．

ua車庫 畳圃置

・・・・E隆司・Eヨ・・・・
事情u高等水量研修所の沿革をさかのぼ晶と．崎和13年に蛾直吉れた湯村通JI宮崎照＊漫闘源開
i荷20軍民止｝に始まります．

'25年4F.I 宮崎明遺J:t滝鼠指導所に挽路実2章者賀川のたI!)(!)後習生制度発足

局調l26隼4F.I 京銀”を新たに股E

五E砲4524月 沼津漁畑掃場所線寄生眠滋縫止
竃縄県水量蹄留所在IJ!ZI

寓鍋’R立高等水慮研修所と改持‘質成g門を充実強化し.Gill:科に司自問、t創明‘lnlUJ
＂砲を新段
aに強混在されている方や．ー般県民を貯蔵とした研修混同在J.11j!

－漁業就業者支援フェアへの積極的参加

ll•t.U属支鰻フエヂ20i1 3

湧師の佐事！まるごとイベント

フェP鑓了後について

ヲ.，..掴イ$目｝

－寓賓量7z7；曲目

uu1a‘・・・

( 'AiiQiljU(ヲ平均7則。日糊］ 〕

一『『・・・・－ー
〔 ··~おか斗t ：） 

園田明開掛駒閉帽E

司岨圃晦副幽．．． 幽”・－・酌( -am ) 
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